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米国サブプライムローンに関連した証券等への投資について 

 
米国におけるサブプライムローン（信用力の低い個人向け住宅融資）関連の投資についての懸

念が新聞等で報道されていますが、当行の投資の状況は下記のとおりです。 

 

 

記 

 

 

1. 米国サブプライムローンを裏付け資産に一部でも含む債務担保証券（CDO）の残高は、7 月

末時点で約 71 億円です。したがって、米国サブプライムローンへのエクスポージャーは、

当行の連結投融資残高全体の 0.5%未満にとどまっております。 

 

2. 対象証券はいずれも大手の国際的格付機関2社からシングルA格以上の格付け（うち約60％

はトリプル A 格）を取得しており、格付機関により格下げまたはクレジットウォッチの対

象となった銘柄はありません。 

 

3. 対象証券はエクスポージャーが小さく格付も高いため、当行の財務諸表に及ぼす影響は軽

微です。 

 

4. 引き続き、状況のモニタリングを行い、当該投資案件に関し重大な変化が生じた場合は、

適宜お知らせいたします。 
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